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令和７年４月２４日 

報 道 機 関  各位 

■ ポイント 

・症候性軽度頚動脈狭窄症に対して、内科治療に加えて外科治療（頚動脈内膜剥離術、

Carotid endarterectomy；CEA）を行うことで、内科治療単独と比較して脳梗塞の再発を

有意に抑制することができ、機能予後も良好であることを明瞭に示した、多施設共同前向

きコホート研究です。 

 

■ 概要 

MUSIC 研究は、国内 28 施設で治療された NASCETで 50%未満の軽度内頚動脈狭窄に起因す

る虚血性脳･眼動脈イベントを呈した患者のうち、登録後 2 年間の追跡が可能であった 124

例を対象とした多施設共同前向きコホート研究です。同疾患の病態の解明と外科治療の有

効性を調査することを目的とした研究です。その結果、半数以上の患者さんが同側の脳梗塞

の既往があり、病変の 80％以上は脳梗塞の発生の危険性が高い不安定プラークであること

が判明しました。また MUSIC 研究は、外科治療施行群では内科治療単独群と比較して、治療

後の虚血性脳卒中発生頻度が低く、機能予後が良好であることを明瞭に示した初の前向き

研究です。 

 

本研究成果は、「Journal of Neurosurgery 誌」に 2025 年 2 月 21 日に掲載されました。 

 

 

  

脳梗塞再発を予防する！プラーク性状に基づいた症候性内頚動脈

軽度狭窄症(50%未満)の予後と外科治療の意義 MUSIC 研究 



■研究の背景 

従来、頚動脈狭窄症に対する外科治療の適応は、狭窄度によって判断されることがゴール

ドスタンダードとされてきました。なかでも、50%未満の症候性軽度内頚動脈狭窄は、脳梗

塞発症リスクが低く、頚動脈内膜剥離術(CEA)の有効性は否定されてきました。しかし近年、

画像技術の進歩により、軽度内頚動脈狭窄の中でも、プラークイメージングによって脆弱な

プラークが確認された症例では、脳梗塞の発症リスクが高いことが明らかになってきまし

た。こうした背景のもと、MUSIC 研究は、50%未満の症候性軽度内頚動脈狭窄症における病

態の解明と、より適正な治療方法を解明する目的として、国内の多施設による共同研究とし

て実施されました。 

 

■研究の内容・成果 

本 MUSIC 研究は、2017年からの 4年間にわたり、国内 28施設において治療された NASCET

で 50%未満の軽度内頚動脈狭窄に起因する虚血性脳･眼動脈イベントを呈した患者のうち、

登録後 2 年間の追跡が可能であった 124 例を対象とした多施設共同前向きコホート研究で

す。 

登録段階で 56.5%が狭窄と同側の脳梗塞の既往があり、43.5%は抗血小板剤の投与を受け

ていました。症例登録時の内頚動脈狭窄率は 22.4±13.7%と極めて低いにもかかわらず、約

80％は MRIにより不安定プラークと診断されました。これにより、症候性軽度内頚動脈狭窄

は、単なる動脈硬化の初期段階とは言えないことが明らかになりました。 

また、研究に参加した各施設では、同時期に全体で 1,208 例の内頚動脈狭窄症の治療が行

われており、症例登録基準に該当する軽度内頚動脈狭窄症例は約 10%を占めていました。し

たがって、本疾患は決して稀な病態ではないことが判明しました。全症例のうち 59 例では

BMT（best medical treatment）単独で治療され、63 例には BMT に加えて CEA が実施されま

した。 

一次エンドポイントである追跡期間中の同側の虚血性脳卒中は、CEA 群と比較して BMT 群

で有意に多く (15.1% vs 1.7%、p=.03)、さらに、 二次エンドポイントである追跡期間中の

同側の虚血性脳卒中+全脳卒中+全死亡+CEA や CAS を必要とするプラークの進行についても

BMT 群で有意に多い結果となりました (31.4% vs 7.3%、p=.01)。 

加えて、登録後 2 年目の良好な機能予後(mRS:0-2)の割合においても、CEA 群で有意に高

い結果でした(96.2% vs 86.0%, p=.01)。 

以上の結果から、本 MUSIC 研究は、CEA 施行群において BMT群と比較して、治療後の虚血

性脳卒中発生頻度が低く、かつ機能予後が良好であることを明瞭に示した、初の前向き研究

となりました。 

 

■今後の展開 

本研究では、内科治療に加えて CEA を実施することで、内科治療単独と比較して有意に脳



梗塞の再発を抑制できることを明らかにしました。本研究は、治療方法を各参加施設に委ね

たコホート研究ではありますが、本疾患に対する CEA の有効性を示した初の前向き研究と

して意義深いものです。また本研究は、狭窄度重視時代からプラーク性状を重視する治療方

法の選択へのパラダイムシフトを反映しています。この成果により、症候性軽度内頚動脈狭

窄に対する治療方法に大きなインパクトを与えたと考えられます。 
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